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１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による影響が長期化するなか、ウィズコロナの

もと行動制限の緩和などにより社会経済活動の正常化が進み、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。一方、

長期化するロシア・ウクライナ情勢の悪化、エネルギー資源の高騰、世界的な金融引き締めなどによる円安進行な

ど、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

ペット業界におきましては、原油・原材料価格の高騰による仕入価格の上昇、海外商品の供給不安、人手不足によ

る人件費や物流コストの上昇など、ペット関連市場を取り巻く経営環境は依然として厳しい状況が続いております。

このような状況の下、ペットフード・ペット用品の卸売事業につきましては、営業本部を中心に徹底した単品管理

による利益改善を行うとともに、物流面ではエリア別に物流センターの運営・配送業務などを見直すことで更なるロ

ーコストオペレーションを実践してまいりました。

また、教育事業部では、ペット業界に携わる方々へ正しい情報をタイムリーに提供する事を目的としたｅラーニン

グサービス『エコースタディー』をリリースいたしました。2019年の事業部新設以降、社内の従業員教育とともに得

意先様の人材育成へのサポートにも注力しておりますが、リアルでの研修に加え、オンラインによるサービスを展開

したことにより、更なる関係強化を図ってまいりました。

一方、ペッツバリュー株式会社では、「ペットオーナーの悩みに寄り添えるお店」をコンセプトに店舗開発事業に

おけるサービスレベルの向上に取り組み、管理店舗数は258店舗となっております。専門店事業では専門店商材の販

路拡大、商品開発事業ではオリジナル商品の開発に注力するとともに、既存商品の拡販に努めてまいりました。

また、株式会社Ｉ＆Ｉでは、お客様へのプロモーション戦略の強化並びに新たなチャネル開拓への取り組みなどに

より、卸売事業の販売促進企画に注力してまいりました。

以上の結果、当連結会計年度の当社グループの売上高は、969億５千５百万円となりました。また、単品管理の徹

底による売上総利益の改善及び生産性向上を目的とした業務の効率化により、営業利益は８億５千８百万円（前期比

83.9％増）となりました。

経常利益は８億９千７百万円（前期比87.4％増）となり、また、親会社株主に帰属する当期純利益は５億９千万円

（前期比104.9％増）となりました。

(2）当期の財政状態の概況

(資産)

当連結会計年度末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ22億８千８百万円増加し、316億６千７百万円となりま

した。これは、主に受取手形及び売掛金が21億４千３百万円増加したことによるものであります。

(負債)

当連結会計年度末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ18億３千９百万円増加し、220億８千３百万円となりま

した。これは、主に短期借入金が５億円減少したものの、支払手形及び買掛金が16億３千５百万円、未払金が１億６

千５百万円、未払法人税等が２億２千９百万円、賞与引当金が２億４千６百万円それぞれ増加したことによるもので

あります。

(純資産)

当連結会計年度末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ４億４千９百万円増加し、95億８千３百万円となりま

した。これは、主に利益剰余金が４億５千１百万円増加したことによるものであります。
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(3）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

５千５百万円増加し（前期は８億１千３百万円の減少）、36億８千８百万円となりました。これは、投資活動による

キャッシュ・フローが４千７百万円の支出超過となり、財務活動によるキャッシュ・フローが６億５千３百万円の支

出超過となったものの、営業活動によるキャッシュ・フローが７億５千６百万円の収入超過となったことによるもの

であります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度の営業活動の結果得られた資金は７億５千６百万円となりました（前期は23億１千万円の支出超

過）。これは、主に売上債権の増加額21億４千３百万円があったものの、税金等調整前当期純利益８億７千７百万円

を計上したこと、仕入債務の増加額16億４千４百万円、未払金の増加額１億５千２百万円があったことによるもので

あります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度の投資活動の結果使用した資金は４千７百万円となりました（前期は６千５百万円の支出超過）。

これは、主に保険積立金の解約による収入１千４百万円があったものの、有形固定資産の取得による支出２千１百万

円、無形固定資産の取得による支出１千４百万円、差入保証金の差入による支出１千７百万円があったことによるも

のであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度の財務活動の結果使用した資金は６億５千３百万円となりました（前期は15億６千３百万円の収入

超過）。これは、主に短期借入金の純減額５億円、配当金の支払額１億３千８百万円があったことによるものであり

ます。

(4）今後の見通し

今後の景気動向につきましては、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が５類に引き下げられるなど、ウ

ィズコロナのもと社会経済活動の正常化が更に進んでいくと期待されるものの、ロシア・ウクライナ情勢の長期化、

エネルギー資源・原材料価格の高騰など、依然として先行き不透明な状況が続くと思われます。

ペット業界におきましても、猫の飼育頭数は前年から横ばいで推移しましたが、犬の飼育頭数は依然として減少が

継続しており、ペット市場の成長率鈍化、業界内の価格競争激化及び慢性的な人材不足による人件費・物流コストの

増加など引き続き厳しい経営環境が続くものと思われます。

こうした状況の下、2024年２月期は新中長期経営計画の３年目にあたり、「基本の徹底、そして成長へ」をスロー

ガンに基本戦略として人材への積極的な投資を継続し、更なる利益改善による数値目標達成に向けて取り組んでまい

ります。

具体的には、以前より実施しておりますペットの専門知識や企画力の向上、お客様毎の経営環境に合わせた的確な

提案実施を目的とする人材育成及び全国物流網の最適化・在庫管理の徹底による販売費及び一般管理費の抑制などの

ローコストオペレーションを継続してまいります。

また、成長戦略としては、デジタル化社会での経営戦略として「ＣＥＤ（Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ、Ｅｄｕｃ

ａｔｉｏｎ／Ｅｎｔｅｒｔａｉｎｍｅｎｔ、Ｄｅｓｉｇｎ）」をコンセプトにおいた事業展開を更に推し進めること

で他社との違いを明確にし、世界に発信できるマーケティング・デザイン・カンパニーとして、あらゆる角度からお

客様をサポートしてまいります。

ペッツバリュー株式会社では、商品開発事業を株式会社I＆Iへ移管させることにより、グループ内におけるリソー

ス活用の最大化を図るとともに店舗開発事業におけるサービスレベルを向上させることに注力し、お客様満足度の更

なる向上に取り組んでまいります。

株式会社Ｉ＆Ｉでは、お客様へのプロモーション戦略の強化並びに新たなチャネル開拓への取り組みなどにより、

卸売事業の販売促進企画に注力してまいります。また、ペッツバリュー株式会社より引き継いだ商品開発事業では、

「あ！これいいね」をコンセプトにした今までにない価値を提案するオリジナル商品の開発に取り組んでまいりま

す。

 以上により、当社グループの2024年２月期の売上高は1,008億円（前期比4.0％増）、営業利益は９億８百万円（前

期比5.8％増）、経常利益は９億５千４百万円（前期比6.4％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は６億２千６百

万円（前期比6.1％増）を見込んでおります。

 なお、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、国際的な事業展開や資金調達を行っておりませんので、日本基準に基づき連結財務諸表を作成して

おります。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当連結会計年度
(2023年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,633,371 3,688,549

受取手形及び売掛金 17,960,833 20,104,694

商品 3,115,314 3,098,894

貯蔵品 9,692 10,150

未収入金 2,418,447 2,454,549

その他 68,088 60,607

貸倒引当金 △22,484 △15,477

流動資産合計 27,183,264 29,401,969

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,547,573 1,572,185

減価償却累計額 △1,243,434 △1,262,653

減損損失累計額 △50,628 △50,628

建物及び構築物（純額） 253,511 258,903

土地 870,658 870,658

その他 178,330 173,536

減価償却累計額 △134,123 △111,771

その他（純額） 44,207 61,764

有形固定資産合計 1,168,376 1,191,325

無形固定資産

その他 64,370 56,362

無形固定資産合計 64,370 56,362

投資その他の資産

投資有価証券 690,634 696,322

長期貸付金 7,917 －

その他 321,632 378,619

貸倒引当金 △56,859 △56,859

投資その他の資産合計 963,325 1,018,082

固定資産合計 2,196,072 2,265,771

資産合計 29,379,336 31,667,740

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当連結会計年度
(2023年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 12,356,342 13,992,141

短期借入金 4,200,000 3,700,000

未払金 2,828,948 2,994,891

未払法人税等 136,678 365,898

賞与引当金 75,368 322,214

役員賞与引当金 13,000 43,000

その他 316,362 382,520

流動負債合計 19,926,700 21,800,666

固定負債

その他 318,030 283,275

固定負債合計 318,030 283,275

負債合計 20,244,730 22,083,941

純資産の部

株主資本

資本金 1,988,097 1,988,097

資本剰余金 1,944,862 1,944,862

利益剰余金 4,946,463 5,398,275

自己株式 △447 △447

株主資本合計 8,878,976 9,330,788

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 223,946 222,319

その他の包括利益累計額合計 223,946 222,319

非支配株主持分 31,682 30,690

純資産合計 9,134,605 9,583,798

負債純資産合計 29,379,336 31,667,740
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2021年３月１日
　至　2022年２月28日)

当連結会計年度
(自　2022年３月１日
　至　2023年２月28日)

売上高 91,930,433 96,955,316

売上原価 81,146,904 85,764,580

売上総利益 10,783,528 11,190,735

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 4,827,914 5,005,238

貸倒引当金繰入額 △184 △7,006

報酬及び給料手当 2,364,476 2,328,665

賞与引当金繰入額 74,070 316,287

役員賞与引当金繰入額 13,000 43,000

退職給付費用 32,526 31,705

福利厚生費 401,331 433,292

減価償却費 81,865 72,379

不動産賃借料 887,704 889,936

その他 1,634,114 1,219,118

販売費及び一般管理費合計 10,316,817 10,332,617

営業利益 466,710 858,118

営業外収益

受取利息 2,700 2,923

受取配当金 10,834 12,274

受取賃貸料 5,805 5,755

業務受託料 24,835 27,226

受取保険金 99 15,286

その他 13,143 17,084

営業外収益合計 57,419 80,551

営業外費用

支払利息 25,520 24,633

手形売却損 5,315 4,556

電子記録債権売却損 9,324 7,944

その他 5,071 4,140

営業外費用合計 45,232 41,275

経常利益 478,898 897,395

特別利益

投資有価証券売却益 120 －

特別利益合計 120 －

特別損失

投資有価証券評価損 4,188 －

事業再編損 11,944 －

災害による損失 － 18,500

その他 0 1,383

特別損失合計 16,133 19,883

税金等調整前当期純利益 462,885 877,511

法人税、住民税及び事業税 155,572 401,772

法人税等調整額 19,290 △113,681

法人税等合計 174,862 288,091

当期純利益 288,022 589,420

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △150 △991

親会社株主に帰属する当期純利益 288,172 590,411

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2021年３月１日
　至　2022年２月28日)

当連結会計年度
(自　2022年３月１日
　至　2023年２月28日)

当期純利益 288,022 589,420

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 23,847 △1,627

その他の包括利益合計 23,847 △1,627

包括利益 311,869 587,793

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 312,019 588,784

非支配株主に係る包括利益 △150 △991

（連結包括利益計算書）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,988,097 1,944,862 4,778,813 △447 8,711,326

当期変動額

剰余金の配当 △120,522 △120,522

親会社株主に帰属する
当期純利益

288,172 288,172

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 167,650 － 167,650

当期末残高 1,988,097 1,944,862 4,946,463 △447 8,878,976

その他の包括利益累計額
非支配株主持分 純資産合計

その他有価証券
評価差額金

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 200,099 200,099 31,832 8,943,257

当期変動額

剰余金の配当 △120,522

親会社株主に帰属する
当期純利益

288,172

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

23,847 23,847 △150 23,697

当期変動額合計 23,847 23,847 △150 191,347

当期末残高 223,946 223,946 31,682 9,134,605

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自2021年３月１日　至2022年２月28日）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,988,097 1,944,862 4,946,463 △447 8,878,976

当期変動額

剰余金の配当 △138,600 △138,600

親会社株主に帰属する
当期純利益

590,411 590,411

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 451,811 451,811

当期末残高 1,988,097 1,944,862 5,398,275 △447 9,330,788

その他の包括利益累計額
非支配株主持分 純資産合計

その他有価証券
評価差額金

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 223,946 223,946 31,682 9,134,605

当期変動額

剰余金の配当 △138,600

親会社株主に帰属する
当期純利益

590,411

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△1,627 △1,627 △991 △2,618

当期変動額合計 △1,627 △1,627 △991 449,192

当期末残高 222,319 222,319 30,690 9,583,798

当連結会計年度（自2022年３月１日　至2023年２月28日）
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2021年３月１日

　至　2022年２月28日)

当連結会計年度
(自　2022年３月１日

　至　2023年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 462,885 877,511

減価償却費 82,210 72,655

貸倒引当金の増減額（△は減少） △193 △7,006

賞与引当金の増減額（△は減少） △67,070 246,846

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 13,000 30,000

受取利息及び受取配当金 △13,535 △15,198

支払利息 25,520 24,633

投資有価証券売却損益（△は益） △120 －

投資有価証券評価損益（△は益） 4,188 －

売上債権の増減額（△は増加） 59,330 △2,143,861

棚卸資産の増減額（△は増加） 127,158 15,962

未収入金の増減額（△は増加） 7,429 △40,639

仕入債務の増減額（△は減少） △2,322,206 1,644,238

未払金の増減額（△は減少） △494,513 152,248

未払消費税等の増減額（△は減少） △9,802 31,992

その他 △53,116 56,789

小計 △2,178,834 946,172

利息及び配当金の受取額 11,800 13,463

利息の支払額 △25,500 △24,617

法人税等の支払額 △118,334 △179,478

法人税等の還付額 4 496

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,310,863 756,037

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △33,613 △21,500

無形固定資産の取得による支出 △22,443 △14,925

投資有価証券の取得による支出 △18,925 △9,369

差入保証金の差入による支出 △1,132 △17,546

差入保証金の回収による収入 490 9,484

保険積立金の積立による支出 △2,870 △686

保険積立金の解約による収入 13,928 14,695

その他 △1,049 △7,322

投資活動によるキャッシュ・フロー △65,615 △47,171

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,700,000 △500,000

配当金の支払額 △120,534 △138,653

その他 △16,297 △15,035

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,563,168 △653,688

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △813,309 55,177

現金及び現金同等物の期首残高 4,446,681 3,633,371

現金及び現金同等物の期末残高 3,633,371 3,688,549

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を

当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交

換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、従来は販売費及び一般管理費として計上しておりました顧客へ支払う通信費等の諸経費について、売上

高から減額する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、

当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首の利益剰

余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当連結会計年度の売上高並びに販売費及び一般管理費はそれぞれ５億６百万円減少しておりますが、営業

利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益への影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高についても影響は

ありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等

を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10

号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、

将来にわたって適用することといたしました。なお、これによる連結財務諸表に与える影響はありません。

（表示方法の変更）

（連結損益計算書）

前連結会計年度において、「営業外収益」の「その他」に含めておりました「受取保険金」は、営業外収益の総額の

100分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、

前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外収益」の「その他」に表示していた13,243千円は、

「受取保険金」99千円、「その他」13,143千円として組替えております。

（連結キャッシュ・フロー計算書）

前連結会計年度において、独立掲記しておりました「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「投資有価証券の売却

による収入」は、金額的重要性が乏しくなったため、当連結会計年度においては「その他」に含めて表示しておりま

す。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の

「投資有価証券の売却による収入」に表示していた750千円は、「その他」△1,049千円に含めて表示しております。

前連結会計年度において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めておりました「差入保証金の

差入による支出」及び「差入保証金の回収による収入」は、金額的重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記

することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っておりま

す。

　この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の

「その他」に表示していた△2,441千円は、「差入保証金の差入による支出」△1,132千円、「差入保証金の回収による

収入」490千円、「その他」△1,049千円として組替えております。

（セグメント情報）

当社グループは、ペット関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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前連結会計年度
（自  2021年３月１日

至  2022年２月28日）

当連結会計年度
（自  2022年３月１日

至  2023年２月28日）

１株当たり純資産額 1,510円58銭 1,585円29銭

１株当たり当期純利益 47円82銭 97円98銭

前連結会計年度
（2022年２月28日）

当連結会計年度
（2023年２月28日）

 純資産の部の合計額（千円） 9,134,605 9,583,798

純資産の部の合計額から控除する金額

（千円）
31,682 30,690

（うち非支配株主持分（千円）） （31,682） （30,690）

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 9,102,923 9,553,107

 １株当たり純資産額の算定に用いられた期末の

普通株式の数（株）
6,026,101 6,026,101

前連結会計年度
（自　2021年３月１日

至　2022年２月28日）

当連結会計年度
（自　2022年３月１日

至　2023年２月28日）

親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 288,172 590,411

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純

利益（千円）
288,172 590,411

普通株式の期中平均株式数（株） 6,026,101 6,026,101

（１株当たり情報）

（注）１．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　　　２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

４．その他

(1)役員の異動

該当事項はありません。

(2)その他

該当事項はありません。
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